〇 弱い、 疲れた 日差しが、 細かい 木の 枝 や 葉の もつれ 

を チラ チラと 壁の 上に 印して 居る。 その 黒と 黄の 入り 

乱れた 色彩 は、 その ディムな 感じから も、 まるきり、 

黄色 紙に された ェ ツチ ングを 見る ような 気がした。 

「私に は 不思議に 思われます、 真個に 不思議に —— _ 

考えて 御覧 遊ばせ。 私共 はお 互に 独身で、 本当の 心 

から 愛し 合って、 結婚しょう として 居る。 そう 云う 

人々 が 一 日中 沢山の 時 を 一 緒に 過したり、 一 緒に 歩 

いたりす る ことが 其那に 騒ぎな、 何 かいけ ない 事の 



ように 思われて 居る のに、 一 方で は、 本当に 間違つ 

た prodigality が 黙って 通用され て 居る。 

解らない 人に 解ら せる の は 雑作 もない 事です けれど 

も、 解る 気の まるでない 人に 解ら せようと する こと は 

不可能です。 解ら せようと する 間に、 私の 命 は 減って 

しまいます。 人の 悪い、 間違った、 不幸な 生活 許り を 

見つけ 出して、 俺 はどう だ！ と 云うよう な 人に、 私 

は 解って 下さいと たのむ ほど、 卑怯に、 弱く なれ ませ 

ん。 



「御免 遊ばせ。 其 は 皆さんが 種々 の 事 を 仰 云る かも 

知れません わ、 けれども、 私 は 彼の 方 を 愛して 居り 

ますの よ、 此か らも、 此か らも 愛します。 種々 な 事 

を 云 つても、 何 をしても、 結局、 皆が 真個に 愛し 合つ 

て、 お 互に 鼓舞して、 段々 よりよ い 生活に 入って 行 

くこと を 望んで 居る の じゃあ、 ありません こと？ 

其 は 私 は 若い から (泰子 は 一 種の 表情 をした。) 間 

抜けな 事 は 沢山す るでしょう。 けれども、 私の 持つ 

て 居る そう 云う 希望 は、 間違って 居る と は 思い ませ 

ん。 決して！ 

私 は、 自分が、 此 こそ！ と 思った もの は 離し や 
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